
しめ
平成28年（2016）２月１日発行

福岡県志免町議会第77号

議会だより

・補正予算 安全で快適に暮らせるまちを
   ２億3528万４千円増
・条例改正
   課設置条例の改正外６件
・議会あれこれ
   第６回議会報告会

12
月 

定
例
会

p2～3

p5

p16～17

初優勝 志免union（バレーボール）



12
月
定
例
会
は
４
日
か
ら
15
日
ま
で
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
12
件
可
決
。
意
見
書
２
件
否
決
。

一
般
質
問
は
12
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
で
６
人
が
行
い
ま
し
た
。

12 月
定例会

平成27年度一般　会計補正予算

２億3528万４千円増　　総額126億939万８千円
賛成多数で可決
　　  賛成12人　反対１人

◦障害者自立支援給付金� 4945万５千円
	 国庫支出金　3296万７千円
	 県支出金　　1648万８千円

◦財産運用収入として
	 財政調整基金の国債、地方債の売却、利子
� 877万８千円
◦財政調整基金繰入金
� １億2000万円
◦別府上井堰維持管理基金繰入金
� 319万２千円

主な歳入

債
務
負
担
行
為

	

※
予
算
の
先
取
り
を
行
う
行
為

環
境
監
視
作
業
業
務
委
託
料

�

３
７
９
万
３
千
円

	

環
境
監
視
員
２
名
分　

29
年
３
月
31
日
ま
で

屋
外
ト
イ
レ
清
掃
委
託
料

�

６
９
８
万
５
千
円

	

公
園
ト
イ
レ
22
ヶ
所　

29
年
３
月
31
日
ま
で

Ａ
Ｌ
Ｔ
委
託
料

�

８
６
９
万
７
千
円

	
外
国
語
指
導
助
手
委
託
料　

29
年
３
月
31
日
ま
で

平成27年度特別　会計補正予算
・国民健康保険	 全員賛成	 歳入歳出	 55万２千円増　総額55億868万円
・後期高齢者医療	 賛成多数（12：1）	 歳入歳出	 142万３千円増　総額５億4714万４千円
・水道事業	 全員賛成	 歳入	 10億197万９千円（事業収益１万）　歳出10億928万７千円（事業費206万１千円）

安全で快適に　暮らせるまちを
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平成27年度一般　会計補正予算

２億3528万４千円増　　総額126億939万８千円
主な事業

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

�

５
９
０
万
円

	

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
工
事

学
校
給
食
管
理
事
業

�

２
０
７
万
９
千
円

	

児
童
生
徒
増
加
に
伴
う
備
品
・
消
耗
品
購
入

私
立
教
育
保
育
施
設
運
営
事
業

�
２
７
３
３
万
８
千
円

	

負
担
金
、
補
助
及
び
交
付
金

	

保
育
実
施
負
担
金

情
報
化
推
進
事
業

�

３
５
８
万
２
千
円

	

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

防
犯
灯
新
設
及
び
維
持
管
理

支
援
事
業

�

６
０
７
万
４
千
円

	

町
内
会
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
要
望
が
多
く
な
っ
た

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

�

１
０
５
４
万
１
千
円

	

設
計
業
務
委
託
料

平成27年度特別　会計補正予算
・国民健康保険	 全員賛成	 歳入歳出	 55万２千円増　総額55億868万円
・後期高齢者医療	 賛成多数（12：1）	 歳入歳出	 142万３千円増　総額５億4714万４千円
・水道事業	 全員賛成	 歳入	 10億197万９千円（事業収益１万）　歳出10億928万７千円（事業費206万１千円）

臨 時 議 会
平成27年11月24日一般会計
の補正
賛成多数で可決
（賛成12：反対１）

再提案
９月議会で撤回された事業
小中学校エアコン設計事業
（設計委託料）

1054万１千円

農業用導水路工事費
（導水管内モルタル充填工事）

1000万円

安全で快適に　暮らせるまちを

反対討論 助村議員

　学校エアコン設置設計業務委託
料が上程。総事業費は３億３千万円。
改造工事の度に断熱化等暑さ対策
を幾度も提案。しかし費用が上がる
との事だった。
　子どもの健康面から良いのか、厳
しい財政状況の折エアコン設置より
も児童生徒の事で、もっと先に行う
事があると思う。
　将来の財政を考えると何を縮小
するのか提示されていない。

賛成討論 牟田口議員

　現代の子どもたちは暑い中での
勉強となると集中力が落ちる。
　勉強環境をつくってあげること
によって、町外からの流入も、子育
て世代の方々が住みたい、子ども
を育てたいという憧れの町になる。
　学校環境の整備が大事。
　調査設計の結果、その後を検討
すればよい。
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主な議案
工事請負契約の締結
浦尻池導水路モルタル充填工事

6501万8160円
ヒューム管のまわりが空洞化していたため、モルタル充填量を増量したため増額
契約金額が５千万円以上となったため、地方自治法に基づき議決を求める。

契約相手方　ＴＳＵＣＨＩＹＡ株式会社

議案名

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

議
会
議
員
の
日
当
の
改
正

町
税
条
例
の
改
正

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養

資
金
貸
付
基
金
条
例

公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例

課
設
置
条
例
等
の
改
正

い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進

条
例

特
定
個
人
情
報
に
関
す
る

条
例

浦
尻
池
導
水
路
工
事○⇒賛成　●⇒反対

−⇒退席　欠⇒欠席

採決・結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

近藤　辰也 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

寺田　秀和 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

牟田口武史 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

安河内信宏 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

吉田　大作 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

助村千代子 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

野上　順子 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

丸山真智子 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

牛房　良嗣 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

大西　　勇 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

古庄信一郎 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

二宮美津代 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

末藤　省三 ◯ ● ◯ ● ◯ ● ● ◯ ● ◯ ● ◯

12 月定例会賛否結果表

お詫びと修正

前号の「議会だより」第76号で、古庄議員の決算への反対討論の内容が、十分でなく誤解を招きました。お詫びし、反対の

要点を再度掲載いたします。

①予算流用と予備費充当が、倍近くの増。安易に乱用され、組織、職員の意識が軽薄化。

②西小外堀、正門歩道切り下げ工事で、当初予算の４割近い増額が、議会の承諾もなく、翌年の決算議会で初めて報告。

③中の坪公園の工事費が増額。工期も延長、請負会社は同時期に次の焼却場工事も請負う。工期と入札発注の仕方に疑義。

④�焼却場跡地整備工事で、２千６百万円もの追加工事が、議決もせず推し進められ、議会に諮られた時には既に９割の工

事が終了。町長給与減額。

⑤車借上料に於ける議長のタクシー代は予算の２倍、前年度の３倍、78万円も使用され、増の理由も不明、私的も。
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特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

町
の
事
務
に
お
い
て
個
人
情
報
を
取
扱
う
た
め
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の

　

法
附
則
第
１
条
第
４
号
規
定
の
日
か
ら
施
行

税
条
例
の
改
正

　

地
方
税
の
徴
収
猶
予
と
換
価
の
猶
予
等
に
つ
い
て
の
取
り
決
め

及
び
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免
、
固
定
資
産
の

特
例
等
の
改
正
を
行
う

　

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

課
設
置
条
例
等
の
改
正

　

第
五
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め

行
政
組
織
及
び
課
を
見
直
す
た
め

　

地
域
交
流
課
を
ま
ち
の
魅
力
推
進
課

　

生
活
環
境
課
を
生
活
安
全
課
に
変
更
す
る

　

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

議
員
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
が
改
正
さ
れ
た
た
め
整
備
を
行
い
、
全

共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の
統
合
に
よ
り
被
用
年
金
制
度
の
一
元
化

等
を
図
る
た
め

　

平
成
27
年
10
月
１
日
施
行

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
資
金
貸
付
基
金

条
例
の
改
正

　

貸
付
の
利
用
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
貸
付
基
金
を
６
０
０
万
円

か
ら
２
０
０
万
円
に
改
め
る

　

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
条
例

の
改
正

　

議
員
の
県
外
滞
在
期
間
中
の
日
当
の
減
額
を
行
う
も
の

　

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進
条
例
の
制
定

　

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
及
び
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会

を
置
く
条
例
の
制
定

　

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

条　例町の憲法

教育相談室
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空
き
家
問
題

各
部
門
で
所
管
課
が

異
な
っ
て
い
る

　

27
年
10
月
１
日
現
在
、
空
き
家

98
件
、
住
民
提
供
が
60
件
そ
の
内

10
件
が
解
決
。

　

現
在
危
険
廃
屋
指
定
は
３
件
。

　

11
月
４
日
に
委
員
会
で
東
区
町

内
会
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

現
場
を
見
て
、
危
険
廃
屋
は
総

務
課
。

　

家
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
草

や
木
の
生
え
て
い
る
の
は
生
活
環

境
課
。

　

利
活
用
は
経
営
企
画
課
と
な
っ

て
い
る
。

　

危
険
廃
屋
等
を
含
む
空
き
屋
全

体
と
し
て
の
対
策
は
、
所
管
課
が

異
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
の
後
期
計
画
で
新
た

に
組
織
編
成
に
取
り
組
む
と
の
報

告
を
受
け
た
。

個
に
応
じ
た
教
育	

	

先
生
が
足
り
な
い
の
で
は

　

今
回
は
、
小
中
連
携
で
個
の
実
態

に
応
じ
た
生
徒
指
導
の
推
進
に
つ
い

て
①
通
級
に
よ
る
指
導
②
通
級
に
よ

る
指
導
の
教
育
課
程
の
基
本
的
な
考

え
を
審
査
し
た
。
10
月
の
統
計
で
特

別
支
援
学
級
は
、
小
学
校
１
０
５
人
、

中
学
校
27
人
、
通
級
に
よ
る
指
導
は

小
学
校
71
人
、
中
学
校
25
人
。

　

現
在
先
生
は
西
小
２
人
、
南
小

２
人
、
東
中
１
人
、
他
の
学
校
は
こ

の
先
生
た
ち
が
出
向
い
て
指
導
し
て

い
る
。

　
西
小
、
東
中
、
南
小
の
通
級
を

視
察
、
先
生
た
ち
に
現
状
を
伺
っ

た
。
委
員
会
と
し
て
は
今
後
と
も

注
視
し
て
い
く
。

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

財
源
が
厳
し
い
中
、

正
し
い
の
か

　

９
月
の
補
正
予
算
に
お
い
て
執

行
部
が
撤
回
し
、
そ
の
後
の
調
査

と
し
て
次
回
提
案
さ
れ
る
ま
で
付

託
案
件
と
し
て
調
査
研
究
を
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

町
長
の
答
弁
と
し
て
、
例
年
暑

い
時
期
は
生
徒
と
先
生
は
慢
性
的

な
熱
中
症
予
備
軍
に
な
っ
て
い
る
。

都
市
圏
も
ほ
と
ん
ど
設
置
や
設
置

を
前
提
に
調
査
設
計
さ
れ
て
い
る
。

財
源
の
問
題
は
も
っ
と
増
や
す
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
子
ど

も
た
ち
に
快
適
な
教
育
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
の
事
。

　
財
政
が
苦
し
く
な
る
中
こ
れ
だ

け
の
事
業
を
行
う
の
が
正
し
い
の

か
、
補
助
金
等
の
勉
強
も
す
る
べ

き
、
全
国
的
な
状
況
を
見
る
と
も

う
少
し
時
間
を
か
け
る
べ
き
等
々

意
見
が
出
さ
れ
た
。

総
務
文
教
委
員
会

（太字は委員会の要望、要請）

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会
を
設
置

　

12
月
定
例
会
は
、
会
期
を
12
月

４
日
〜
15
日
ま
で
の
12
日
間
。
一

般
質
問
は
６
人
。
審
査
日
程
は
第

69
号
議
案
と
71
号
議
案
は
所
管
が

経
営
企
画
課
で
取
り
扱
い
が
各
課

に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
全
員
に
よ

る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

一
般
質
問
終
了
後
、
全
員
協
議

会
を
開
催
し
「
第
５
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
と
「
地
方
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」。
総
合
戦
略
策
定

の
中
間
報
告
を
受
け
る
。

西小学校通級学級

総合計画と地方創生人口ビジョン
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高
齢
者
見
守
り
推
進
事
業

今
後
の
活
動
推
進
の

道
筋
が
重
要

　

70
歳
以
上
、
単
身
者
及
び
75
歳

以
上
の
み
世
帯
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
は
現
在
10
町
内
会
と
な
っ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
、
町
内
会
に
対

し
、
見
守
り
の
指
針
を
示
し
て
は

ど
う
か
、
に
対
し
、
地
域
に
よ
り

対
象
者
や
支
え
る
側
に
様
々
な
状

況
が
あ
り
、
一
律
の
指
針
と
い
う

の
は
難
し
い
が
、
先
進
地
の
事
例

な
ど
積
極
的
に
町
内
会
へ
提
供
し

た
い
。
ま
た
、
28
年
度
に
か
け
て

社
協
と
地
域
福
祉
、
地
域
福
祉
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
重

要
性
を
訴
え
て
い
く
。

　
地
域
で
行
っ
て
い
る
見
守
り
活
動

に
つ
い
て
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の

見
守
り
活
動
推
進
の
道
筋
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
指
摘
が
あ
っ
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

認
知
症
の
早
期
発
見
と

支
援

　

困
難
事
例
な
ど
の
検
討
を
通
し

て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
や
地

域
の
課
題
の
抽
出
を
行
う
「
地
域

ケ
ア
個
別
会
議
」
と
市
町
村
レ
ベ

ル
で
の
政
策
形
成
に
つ
な
げ
る「
地

域
ケ
ア
推
進
会
議
」
の
２
本
立
て

で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
認
知
症
施
策
」
に
つ
い
て

は
、
認
知
症
の
方
を
早
期
に
発
見

し
、
早
期
に
よ
り
良
い
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
設
置
に
向
け
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

　

要
支
援
１
、２
の
方
が
受
け
る
予

防
給
付
、
通
所
介
護
・
訪
問
介
護

の
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
に
つ

い
て
は
、
事
業
所
に
大
き
な
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
な
意
向
を
考
え

て
い
る
。

　

通
知
カ
ー
ド･

個
人
カ
ー
ド
の
配

達
さ
れ
る
11
月
初
旬
か
ら
は
、
電

話
ま
た
は
来
訪
の
相
談
の
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

会
計
課
横
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に

期
間
を
限
定
し
、
相
談
窓
口
を
設

置
し
対
応
す
る
。

　

詐
欺
に
対
す
る
対
応
は
全
庁
的

に
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
対
応
な
ど

町
民
へ
の
わ
か
り
や
す
い
親
切
な

対
応
を
要
請
し
た
。

厚
生
委
員
会
報
告

委員会報告
（調査・研究）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

研
修
を
活
か
す

　

広
報
委
員
会
は
、
９
月
議
会
終

了
直
後
か
ら
10
月
下
旬
に
か
け
て
、

し
め
議
会
だ
よ
り
76
号
の
作
成
を

行
っ
た
。

　

平
成
27
年
10
月
20
日
、
21
日
に

お
い
て
は
、
東
京
千
代
田
区
の
砂

防
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
25
日
は
、
福
岡
県

町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
も
参
加
。

　

こ
こ
で
得
た
情
報
・
知
識
を
今

後
の
紙
面
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

会計課横の相談窓口

研修会場（砂防会館）
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一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般
（
一
般
事
務
・
事

務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）
に
つ

い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

質
問
の
内
容
は
事
前
に
通
告
し
、
持
ち
時
間
30
分
の

範
囲
内
で
１
問
１
答
で
行
い
ま
す
。

会
議
録
に
基
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館

に
置
く
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問

順
と
し
て
い
ま
す
。

※桜は志免町花です

ズバリ町政を問う
二宮美津代　議員   ９P
①子どもの貧困対策

②老人クラブ活動への支援

丸山真智子　議員   10P
①町の未来（主に今後10年）と町政運営

②町民図書館 25周年に向けて

牛房　良嗣　議員   11P
①地方創生への取り組み

②育児支援

③幼児・小中学生の英語学習

助村千代子　議員   12P
①緊急医療への対応

②農業委員会制度の改正

③公共施設マネージメント

古庄信一郎　議員   13P
①志免町の将来像と合併への所見と行政組織

②地方創生への取り組み

末藤　省三　議員   14P
①地方創生について

②医療費の無料化（中学卒業まで）

③教育について
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子どもの貧困対策推進法への対応は
答弁／検討ししっかり取り組む

二
宮　

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

の
定
義
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

生
活
環
境
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
子
ど
も
の
状
態
と
思
う
。

二
宮　

志
免
町
の
子
ど
も
の
貧
困

率
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

調
査
し
て
い

な
い
。

福
祉
課
長　

生
活
保
護
を
受
給
す

る
17
歳
以
下
の
子
ど
も
は
２
０
４

名
で
2.3
％
と
な
る
。

二
宮　

ひ
と
り
親
家
庭
、
特
に
母

子
家
庭
や
低
所
得
者
家
庭
等
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
実
態
を
把

握
す
べ
き
で
は
。｢

子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
法｣

で
は
町
の
責
務

と
し
て
、
計
画
を
立
て
対
応
す
べ

き
と
な
っ
て
い
る
。

町
長　

ど
う
取
り
組
む
か
、
し
っ

か
り
検
討
し
取
り
入
れ
て
い
く
。

二
宮　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
へ
の

参
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社

団
法
人
で
の
取
り
組
み
が
あ
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
団
体
で
立
ち
上

が
れ
ば
と
思
う
。

二宮 美津代 議員

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
減
へ
の
対
応
は

答
弁
／
事
あ
る
ご
と
に
加
入
の
促
進
を
行
う

町
長　

会
員
が
増
え
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
良
い
が
と
は
思
う
。

二
宮　

子
育
て
、
お
年
寄
り
へ
の

支
援
不
足
だ
と
感
じ
る
子
ど
も

ア
ン
ケ
ー
ト
も
あ
る(

第
５
次
総

合
計
画
へ
の
回
答)

町
長
の
見
解

は
。

町
長　

足
り
な
い
部
分
も
あ
る
と

思
う
。
反
省
し
今
後
の
施
策
を
行

う
。

二
宮　

厚
労
省
調
査
で
も
全
国
的

状
況
に
あ
る
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

の
減
少
問
題
に
つ
い
て
の
対
応

は
。

町
長　

一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、

70
歳
ま
で
現
役
、
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
る
の
は
ま
だ
早
い
と
の
思
い
が

あ
る
。
事
あ
る
ご
と
に
加
入
の
促

進
を
行
う
。

二
宮　

60
代
会
員
増
に
向
け
て
、

｢
元
気
な
シ
ニ
ア
条
例｣

等
制
定

の
考
え
は
。

一般質問

二
宮　

貧
困
家
庭
へ
の
食
品
提
供

は
最
低
限
の
生
活
保
障
。

　

本
来
行
政
が
担
う
べ
き
と
の
指

摘
も
あ
る
。

　

住
民
に
一
番
近
い
の
は
町
、
そ

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
町
長
の
考
え

は
。

町
長　

実
態
調
査
に
よ
る
訪
問
支

援
、
食
事
の
提
供
、
個
々
へ
の
支

援
は
必
要
で
あ
る
。

二
宮　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
志
免
町
を
。

先進国でワースト
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厳しい財政状況への取組みは
答弁／中期財政計画で健全化を図る

丸
山　

選
挙
後
７
ヵ
月
、
町
政
刷

新
を
訴
え
ら
れ
て
い
た
が
、
少
し

は
変
わ
っ
た
の
か
。

町
長　

職
員
に
意
識
改
革
を
訴
え

た
が
、
少
し
変
わ
っ
て
き
た
。

丸
山　

粕
屋
町
長
選
挙
は
合
併
で

10
万
都
市
を
目
指
す
新
町
長
が
誕

生
し
た
。

　

隣
町
の
町
長
と
し
て
の
思
い

は
。

町
長　

新
町
長
は
合
併
推
進
派
と

い
う
こ
と
だ
が
、
私
も
将
来
的
に

は
粕
屋
地
域
を
一
つ
に
ま
と
め
た

方
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

丸
山　

中
期
財
政
計
画
（
Ｈ
27
年

度
〜
Ｈ
31
年
度
）
で
は
財
源
不
足

が
23
億
２
，０
０
０
万
円
に
増
え
、

貯
金
が
６
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

健
全
化
で
財
政
調
整
基
金
（
貯

金
）
残
高
を
17
億
７
，
０
０
０
万

円
堅
持
と
し
て
い
る
が
、
説
明
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

経
営
企
画
課
長
補
佐　

基
金
の
効

率
的
な
運
用
、
民
間
資
金
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
活
用
や
公
共
施
設
等
の
効

率
的･

効
果
的
な
管
理
運
営
な
ど

に
取
組
む
。

丸
山　

厳
し
い
財
政
状
況
で
健
全

化
の
目
標
が
掲
げ
て
あ
る
が
全
職

員
に
共
有
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

少
し
疑
問
が
残
る
の
で
今

後
は
し
っ
か
り
と
取
組
む
。

丸
山　

町
民
と
共
有
す
る
こ
と
も

大
事
。

　

財
政
健
全
化
へ
の
取
組
み
を
情

報
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　

出
前
ト
ー
ク
で
説
明
す

る
。

丸
山　

老
年
人
口
が
増
え
る
中
、

就
労
や
社
会
活
動
で
支
え
る
側
に

変
わ
る
施
策
、
健
康
寿
命
の
延
伸

で
医
療
費
が
縮
減
さ
れ
る
こ
と
は

丸
山
　
町
民
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

し
て
来
春
で
25
年
。
祝
賀
行
事
等

を
考
え
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　

毎
年
行
う
子
ど

も
図
書
館
ま
つ
り
に
25
周
年
と
い

う
冠
を
つ
け
て
開
催
す
る
。

財
政
問
題
に
も
つ
な
が
る
。

　

保
健
師
を
増
や
し
た
り
、
県
70

歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と

は
大
事
な
問
題
だ
。

　

丸山 真智子 議員

一般質問

町
民
図
書
館
開
館
25
周
年
行
事
は

答
弁
／
特
別
に
何
か
や
る
こ
と
は
し
な
い

子どもたちの標語
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英語先進地へ一歩の決断を
答弁／前向きに進めて行く

牛
房　

志
免
町
の
地
方
創
生
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体
的
施
策
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

国
の
人
口
は
、
減
り
つ
づ

け
50
年
後
に
は
一
億
人
を
割
り
こ

む
。

　

町
が
元
気
に
な
る
に
は
人
口
増

の
た
め
の
定
住
化
策
が
必
要
。

　

出
産･

子
育
て
子
ど
も
に
優
し

い
支
援
を
と
考
え
る
。

牛
房　

増
加
を
続
け
て
き
た
町
の

人
口
も
福
岡
市
か
ら
の
転
入
者
の

減
少
に
よ
り
横
ば
い
。
上
昇
か
、

減
少
か
の
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て

い
る
。

　

以
下
子
ど
も
を
ふ
や
し
育
て
る

９
項
目
の
提
言
。
先
ず
若
い
世
代

の
育
児
支
援
に
つ
い
て
。

(1)	
発
達
障
害
児
へ
の
対
応
と
し

て
、
パ
ワ
フ
ル
キ
ッ
ズ
や
Ｐ
Ｋ

２
の
待
機
児
ゼ
ロ
を
。

(2)
病
後
児
保
育
施
設
の
早
期
整
備
。

(3)	
年
少
児(

０
才
〜
２
才
）
の
待

機
児
を
解
消
す
る
、
以
上
３
項

目
は
健
常
者
待
機
児
と
異
な
る

大
き
な
問
題
、
最
優
先
解
決
を

要
請
。

町
長　

福
岡
市
、
近
隣
市
町
に
も

お
願
い
し
早
期
解
消
へ
努
め
る
。

牛
房　

次
は
子
育
て
問
題
へ
提
言

(4)	
幼
稚
園
、
保
育
園
の
保
育
料
の

無
料
化
、大
幅
軽
減
見
直
し
を
。

　
	

小
中
生
の
義
務
教
育
同
様
に
義

務
保
育
と
し
て
国
の
負
担
が
当

然
。

(5)	
子
ど
も
２
人
以
上
又
は
父
子
母

子
家
庭
へ
の
家
賃
を
町
が
助

成
。

(6)	
園
児
の
早
期
英
語
学
習
へ
町
の

助
成
を
。

　

町
を
英
語
先
進
町
に
。

町
長　

前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

牛
房　

次
は
子
ど
も
の
教
育
。

(7)	
小
学
一
年
生
か
ら
英
語
の
学
べ

る
特
例
校
の
指
定
を
。

町
長　

学
校
長
と
も
相
談
し
た
い
。

牛
房

(8)	
マ
ン
モ
ス
校
の
志
免
中
、
中
央

小
、
西
小
へ
補
助
教
員
の
増
員

で
学
校
間
の
差
を
な
く
す
こ

と
。

(9)	
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル(

町

内
会
学
習
支
援
教
室)

実
践
す

る
町
内
会
へ
積
極
的
支
援
を
。

牛房 良嗣 議員

一般質問

町
長　

青
少
年
育
成
助
成
金
で
検

討
す
る
。

牛
房　

国
の
20
年
後
の
出
生
率
目

標
は
2.1
。
平
成
25
年
の
全
国
平
均

１
・
43
志
免
町
は
１
・
77
と
国
の

目
標
に
最
も
近
い
町
。

　

早
期
2.1
を
突
破
し
全
国
自
治
体

に
希
望
と
勇
気
を
与
え
る
町
を
目

指
し
て
頂
き
た
い
。

園児の早期英語学習
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失敗のない公共施設管理計画を
答弁／町民に理解得られる様取組む

助
村　

公
共
施
設
は
老
朽
化
が
進

む
中
、少
子･

高
齢
化
に
よ
り
利
用
、

需
要
の
変
化
の
予
想
を
踏
ま
え
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が
策
定

中
だ
が
、
計
画
策
定
と
事
業
実
施
が

別
の
部
局
と
な
り
計
画
が
思
う
様

に
進
む
の
か
。

経
営
企
画
課
長
補
佐　

策
定
し
た

計
画
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、
全
庁
的
な
体
制
が
重
要
。

　

組
織
横
断
の
会
議
で
協
議
す
る
。

　

公
共
施
設
等
の
一
元
管
理
を
行

う
部
署
を
定
め
る
予
定
。

助
村　

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
安
定
し
た
財
政
運
営
を
両

立
さ
せ
る
た
め
に
、
公
共
施
設
の
維

助村 千代子 議員

一般質問

農
業
委
員
に
農
業
女
性
の
登
用
を

答
弁
／
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い

助
村　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
、
当
町
は
29
年

か
ら
適
用
。
改
正
点
は
。

都
市
整
備
課
長　

選
出
方
法
が
公

職
選
挙
法
か
ら
、
議
会
の
同
意
を

要
件
と
し
て
、首
長
が
任
命
す
る
。

助
村　

選
任
へ
の
過
程
は
。

都
市
整
備
課
長　

地
域
の
農
業

者
、
農
業
団
体
等
に
候
補
者
の
推

薦
を
求
め
て
の
公
募
と
自
薦
公

募
。

助
村　

農
業
委
員
会
法
第
９
条
に

年
齢
性
別
に
著
し
い
偏
り
が
生
じ

な
い
様
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
女
性
を
は
じ
め
青
年
な
ど

の
人
材
が
登
用
さ
れ
る
様
に
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　

町
に
お
い
て
も
、
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例･

み
ん
な
の
参
画
条

例
執
行
規
則
に
も
同
様
の
事
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
者
の
中
か
ら
複
数
の
女
性

農
業
委
員
が
選
出
で
き
る
よ
う
体

制
の
整
備
を
。

都
市
整
備
課
長　

農
業
委
員
会
の

中
で
も
協
議
し
検
討
し
た
い
。

持
管
理(

利
用
頻
度･

ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト･

人
件
費
等)

に
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
が
急
務
と

思
う
。

経
営
企
画
課
長
補
佐　

施
設
情
報
、

コ
ス
ト
含
め
運
営･

利
用
状
況
を
調

査
中
。

助
村　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
浄
化
槽

等
の
種
々
の
保
守
点
検
が
ば
ら
ば

ら
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

包
括
施
設
管
理
業
務
委
託
で
、
契

約
事
務
を
圧
縮
で
き
る
が
。

総
務
課
長　

管
理
委
託
は
今
は
各

所
管
課
で
対
応
し
て
い
る
現
状
。

農業委員会に女性を
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町民の所得が上る政策を
答弁／今後担っていくべき事業だ

古
庄　

志
免
町
に
住
み
た
く
な
い

理
由
の
ト
ッ
プ
は｢

町
に
魅
力
を

感
じ
な
い｣

が
40
・
８
％
。
こ
の

評
価
を
ど
う
変
え
る
か
。

　

町
の
将
来
像
に
つ
い
て
４
点
を

挙
げ
て
伺
う
。

　

ま
ず
歴
史
館
で
Ｓ
Ｌ
機
関
車
の

放
出
、
歴
史
資
料
館
の
検
討
は
後

退
。

　

歴
史
を
疎
か
に
す
る
自
治
体
の

発
展
は
な
い
と
思
う
が
。

町
長　

炭
鉱･
古
墳
等
の
町
の
歴

史
を
引
き
継
ぎ
町
外
か
ら
人
が
訪

れ
る
。

　

こ
れ
も
産
業
振
興
に
な
る
。

古
庄　

町
に
住
み
た
く
な
い
理
由

の
２
番
目
が｢

交
通
ア
ク
セ
ス｣

。

　

町
の
真
ん
中
を
走
る
緑
道
の
斬

新
で
大
胆
な
活
用
等
も
含
め
、
空

港
拡
張
を
捉
え
、
地
域
環
境
と
し

て
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
考
え
、
町

お
こ
し
に
繋
げ
る
べ
き
。

町
長　

安
全
に
ゆ
と
り
あ
る
居
住

空
間
の
整
備
、
ア
ク
セ
ス
の
整
備

が
環
境
整
備
で
は
大
事
だ
。

古
庄　

人
口
構
成
で
、
全
体
で
は

微
増
だ
が
、
５
年
前
か
ら
人
口
減

少
が
続
い
て
い
る
町
内
会
は
30
町

内
会
中
18
町
内
会
、
西
小
学
校
区

で
も
10
町
内
会
中
５
町
内
会
が
減

少
。
ま
た
生
産
年
齢
も
１
割
減

少
。
地
域
が
抱
え
る
現
状
を
把
握

し
、
色
ん
な
課
題
を
共
有
集
約
し

た
う
え
で
町
政
を
担
っ
て
行
く
た

め
に
、
町
職
員
が
各
町
内
会
を
担

当
す
る
制
度
を
推
進
す
べ
き
。

町
長　

素
晴
ら
し
い
提
案
だ
。

　

検
討
し
た
い
。

古
庄　

産
業
構
成
で
、
粕
屋
郡
７

町
で
の
人
口
は
１
位
だ
が
、
人
口
一

人
当
た
り
の
所
得
は
４
位
、
就
業

者
の
所
得
は
何
と
最
下
位
。
総
体

的
に
粕
屋
や
新
宮
町
に
劣
る
。
所

得
が
上
が
る
政
策
を
展
開
す
べ
き
。

古庄 信一郎 議員

町
長　

所
得
の
拡
充
は
必
要
で
、

今
後
担
っ
て
い
く
べ
き
事
業
だ
。

古
庄　

町
の
組
織
を
見
て
も
収
入

に
対
す
る
感
覚
が
希
薄
。

　

商
工
に
対
す
る
前
向
き
な
検
討

を
庁
内
で
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

経
営
企
画
課
長　

産
業
振
興
で
は

な
い
。

古
庄　

人
口
微
増
の
中
、
第
三

次
産
業
育
成
に
は
他
か
ら
人
を

呼
べ
る
事
業
を
推
進
す
べ
き
で
、

｢

し
〜
麺
グ
ラ
ン
プ
リ｣

に
町
及

び
職
員
が
な
ぜ
協
力
し
な
い
の

か
。

一般質問

町
長　

し
っ
か
り
お
手
伝
い
す
る
。

古
庄　

財
政
的
に
厳
し
い
時
期
、

町
民
と
一
緒
に
な
っ
て
所
得
と
税

収
を
上
げ
る
感
覚
が
行
政
に
あ
る

の
か
。

　

町
は
全
体
的
に
産
業
振
興
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
べ
き
。

町
長　

指
摘
の
４
点
は
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
協
力
し
取
り
組
む
。志免町人口ビジョン
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中学卒業まで医療費の無料化を
答弁／糟屋郡内の町長会で結論を出す

末
藤　

中
学
校
の
医
療
費
の
無
料

化
に
つ
い
て
、
槽
屋
郡
内
で
の
医

療
費
の
格
差
が
出
て
い
る
が
。

　

統
一
し
た
話
し
合
い
や
、
志
免

町
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

住
民
課
長　

子
ど
も
の
医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て
、
志
免
町
で
は
就

学
前
の
通
院
、
入
院
、
そ
れ
と
町

単
独
で
、
通
院
は
県
の
制
度
で
、

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
入
院
を
町

単
独
で
実
施
し
て
い
る
。

　

28
年
度
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま

で
、
入
院
と
通
院
を
県
の
助
成
を

拡
大
す
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
槽
屋
地
区
で
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
を
協
議
し
て
い
る
。

末
藤　

槽
屋
郡
内
の
市
、
町
長
会

で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

中
学
校
ま
で
の
医
療
費
無

料
化(

助
成)

に
つ
い
て
、
町
長

会
と
し
て
は
現
在
担
当
者
の
方
で

協
議
し
て
い
る
。

　

槽
屋
６
町
で
足
並
み
を
揃
え
て

い
こ
う
と
、
一
人
の
患
者
が
町
が

違
う
だ
け
で
助
成
が
違
っ
て
は
困

る
と
い
う
こ
と
で
現
在
担
当
者
レ

ベ
ル
で
協
議
を
行
い
、
最
終
的
結

論
は
町
長
会
で
出
す
段
階
。

末
藤　

県
下
で
中
学
以
上
の
医
療

費
無
料
化
し
て
い
る
自
治
体
名
は

把
握
し
て
い
る
か
。

住
民
課
長　

今
資
料
は
持
ち
合
せ

て
い
な
い
が
、
槽
屋
郡
内
で
は
古

賀
市
が
高
校
生
ま
で
医
療
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
る
。

末藤 省三 議員

一般質問

消
費
税
増
税
で
住
民
の
暮
ら
し
は

答
弁
／
家
庭
に
は
影
響
が
で
て
く
る

末
藤　

消
費
税
増
税
を
含
め
て
地

方
創
生(

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
弊
害)

は
、
住
民
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
か
ら
夢
の
あ
る
志
免
町
を

つ
く
っ
て
い
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
経
済
を
支
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
地
方
創
生
を
ど

の
よ
う
に
み
て
い
る
の
か
。

町
長　

地
方
を
元
気
に
し
、
雇
用

を
生
み
、
将
来
的
な
人
口
流
出
を

防
ぐ
。
そ
の
辺
を
取
り
組
む
。

末
藤　

消
費
税
10
％
増
税
に
つ
い

て
住
民
の
暮
ら
し
は
ど
う
変
わ
る

の
か
。

町
長　

消
費
税
が
10
％
増
税
に
な

れ
ば
、
少
な
か
ら
ず
各
家
庭
に
影

響
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

のしかかる増税
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追跡あん質問は
どうなったの？

意見書 提出者 内　　容 採決結果

安全保障法制の
廃止を求めるもの

末藤議員
本法制は憲法に違反するとの指摘が相次いだ。本法
制の裁決が強行された事は立憲主義を否定するもの
である。法改正を求める。

賛成少数で否決

意見書 提出者 内　　容 採決結果

消費税率10％への
増税中止を求める
もの

末藤議員
景気を建て直し国民の暮らしを守るためには、消費
税の増税を中止し不安を解消すべし。

賛成少数で否決

請願・意見書

窓口の一元化

⬇
　空き地条例と空き家条例、同じ目的、同じ定義の内容なのに、２
つの課に分かれている。住民にとっては不便。（平成25年3月議会）

一元化に向けた対策として、住民目線で、一つの課で対応するよう、
課設置条例を変更する。（平成 28年 4月 1日施行）
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議会あれこれ
議会報告会を　開催しました

町内2会場76人参加

11月17日  町民センター視聴覚室 11月18日  シーメイトホール

質疑・意見

・中期財政計画と第５次総合計画との
　整合性について。

・公共施設老朽化による建替件数と維持管理
　計画。

・高齢者見守り活動推進事業について。

・道路転落等危険個所。

・消費者センターの相談内容について。

・議会議員の費用弁償（日当）について。

・町内会に入会しない町民が増えている現状に
　ついて。

・水道料金の値下げについて。

・議会の公開度について。

質疑・意見

・柚の木学園PK2の課題。
　（施設面積の狭さ、場所等）

・備品倉庫の配備内容と賞味期限品の処分に
　ついて。

・町内会の在り方と脱会、それら説明の職員の
　不適切さ。

・報告会の質問時間が短い。

・収支報告の表現の仕方。

・町民広場・シーメイトグラウンドに日よけ
　ベンチの整備。

・焼却場跡地公園整備における、基金と補助金
　の関係。

・日当についての監査請求結果とその後の
　審査。

・�空環境補助金は小・中学校のクーラー設置に
使えなかったのか。

16



資料を読み上げるだけなら見れば
わかる。掘り下げて審査した内容
が聞きたい。質問時間が短い。

議会報告会がある事が良い。
事前に質問表を出し回答を準備すると建設的な
議論ができるのでは。参加した方はみな町へ

の課題を持っていると思う。
大きな声の人だけの

発言にならないような取り組みを望む。

要望に対して前向きな
検討をお願いしたい。

予・決算の報告は簡潔でよかった。
質疑の時間が短く、

本質的議論を避けている。

資料のつくりが
わかりやすくよかった。

住民との対話に
もっと時間をかけてほしい。

初めて参加したが、議会だよ
りを読むより、生の声で聞く
方がよくわかった。これからも

100％参加したい。

開催日の検討を。
夜でなく昼にしてほしい。

町民第一に
考えてほしい。

今後も続けてほしい。
若い世代が参加できる方策を。

事業は金額だけで判断せず、ソフト面での
効果も考慮すべき。協働事業は素晴らしい

取り組みだが、申請団体が
増える方策を。

第6回議会報告会を　開催しました
開かれた議会を目指して

　第６回目となる今年も多くの方々にご参加いただき、ありがとうございました。２会場での質疑、意見、アンケー
トをとりまとめました。
　議会、行政で検討すべき事項もございます。それらの対処結果につきましては、今後の議会だよりで回答させてい
ただきます。

（70代女性）
（60代男性）

（60代女性）

（60代女性）

（20代男性）

（70代男性）

（20代女性）
（70代女性）

（70代男性） （70代男性）
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し
め
議
会
だ
よ
り  

第
77
号

◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会　
〒
８
１
１
︲
２
２
９
２　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１
︲
１

◇
発
行
日
・
平
成
28
年
2
月
１
日　
◇
印
刷
・
株
式
会
社　
三
光 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
は
、

マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
と
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
公
民

館
の
融
和
や
親
睦
を
図
る
目
的

で
ジ
ュ
ニ
ア
大
会･

会
長
杯
一
般

大
会･

公
民
館
対
抗
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。｢

志
免
ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ｣

は
、
平

成
26
年
４
月
に
結
成
し
た
チ
ー

ム
で
す
。
先
駆
者
で
あ
る｢

マ
イ

ン
ズ
志
免｣
チ
ー
ム
が
３
年
前
に

全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
獲
得

し
、
念
願
の
夢
を
叶
え
ま
し
た
。

　｢

バ
レ
ー
王
国｣
志
免
町
の
始

ま
り
で
し
た
。｢

私
達
も
全
国
大

わが町のきらっとさん！

お知らせ

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。

ぜひお越しください。車椅子席もあります。

詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL 935-1262　FAX 935-7070
議会事務局は町役場4階です

メールアドレス:gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は

３月4日予定政治
家は有権者に寄付を

贈らない！

政治
家から有権者への寄付は

受け取らない！

有権
者は政治家に寄付を

求めない！

会
に
出
た
い｣

同
じ
目
標
を
持
つ

会
員
の
仲
間
た
ち
が
、
集
ま
り

ま
し
た
。
仕
事
、
家
事
、
育
児

に
追
わ
れ
厳
し
い
練
習
に
打
ち

勝
ち
、
全
国
マ
マ
さ
ん(

宮
城
県)

冬
季
大
会(

鹿
児
島
県)

と
２
度

も
全
国
大
会
出
場
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
冬
季
大
会
で

は
、
全
国
優
勝
で
福
岡
県
に
初

め
て
の｢

日
本
一｣
の
称
号
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　
家
族
や
協
会
や
仲
間
た
ち
の

応
援
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

全国のチーム

ヤッター！優勝！

みんなで徹底しよう「三ない運動」

政治家の寄付は禁止
有権者が求めることも禁止

【議会広報特別委員会】
発
行
責
任
者

大
林 

弘
明 

議
長

委
員
長

吉
田 

大
作

副
委
員
長近

藤 

辰
也

委
　
員

寺
田 

秀
和

二
宮 

美
津
代

大
西
　
勇

牟
田
口 

武
史

初優勝！冬季全国大会
志免union
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